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住宅のクレーム収例121解説図4.3.5

Bその他（絡工不良｝

タイル等のイj：上村の剥子高によって人間や器原悶が何であfl,しかしながら．対象とはしていない．

下地村およびコンクりート躯体

両fそれぞれが，恕定される劣化作用条件下においてどのような挙動をするのかを踏まえたうえで，

久設計を行う必I起がある．

物などがおi；与を被るようなζ とがあってはならないので，仕上村．

c . ihlA-:は．僻説lヌ14.3.5121に示すように，住宅宇佐能表示制度が設けられる1Htとなった住宅のク

レームに｜到する，羽狩においてl切らかなように．最む重視されかつ事例の多いクレームである．

uH品I~水1"1:1ま処築物の紋も基本的な陀能的一つである ． 鉄筋コンクリート造建築物の中てす泣

した

が勺て、
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も水の彬（＇！！を受けるのは崖棋スラプであるカペ通常 ，屋根スラプには防水層が施されているため，

屋恨の耐漏水性は鉄筋コンクリートスラプではなし 防水附によって決定される．このため，鉄筋

コンクリート造の構造休およびi潟村において漏水が問題となるのは， 地下水に接する外明および舷

下I~~床スラブならぴに案内プールに 1i11する陪 ・ 床のように． ’市

の｜断固i全体を過じて透水する場令と，構造体および音II材を貫通するひび;3t1Jれを通じて漏水する場介

である．jjlj者の場合には． コンクリート断i苅を通じての単位時間あたりのJ垂水前Ii, コンクリート

の透水係数をパラメータとする （解4.3. 2）式のダルシ－UIJによって友される．

Qo=Kc・A・LJH/W （解4.3.2)

ここで， Qo : ；霊水流i11:(cm3/s) 

J（ト ：コンクリートのf垂水係数（cm/s)

A ：遊水両手'l'!(c1112) 

LJH ：流入側と流111側の水頭荏（cm)

w ：部UL1さ (cm) 
また，表面にひび割れが生じた状態での単位時間あたりの透水；止は．υび1!111れ間隔． ひび；111Jtti＇祭

さおよび部材）＿1Jさをパラメータとしたt):l笠流解析により， （僻.4 .3.3）：式のように． ひび；可TJtlがない

場合的透水量に対する比の形でEドめられている同．

Qz/Qo=[(D/W)/{(O. 0793・H+0.5672）一（0.0831・Ii+O.534）・D仰）｝十］ （桝4.3.3)

こニで九 Q2 ：任意のひび；切れ間陥 ・ ひび割れ首長さ ・ 商品村17-さにおける透水：：1~： (cm~ /s) 

D ：ひび誇lJi'l泌さ（cm)

H ：ひび割れ｜制隔 km)

解説｜苅4.3.6叫に示すように， コンクリートの透水係数は水セメント比（強度），羽1:1'1・uの杭大、1・
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法および材1除の影響を受けるが，通常のコンクリートであればio-11～10ーは（cm/s）程度であるため，

（解4.3.2）式および（解4.3.3）式を基に考えると，部材を貫通するひび事1］れがない場合には，外

壁や床スラプ等を通じての漏水が問題になることはないものと考えられる．

一方，部材を貫通するひび割れがある場合には，解説図4.3.715】に示すように， ひび~Jれ幅の 3

～4釆に比例して漏水量が培大し，その値は，貫通ひび割れのない場合に比べて相当大きくなる．

ひび割れのような間隙を通じての漏水に対しては， 圧力を受けて管内を流れる水の流量を表す（解

4. 3. 4）式に示すポアズイユの式，および実際のひぴ曾IJれからの漏水量を求めた（解4.3.5）式16）が

涼されており，漏水を防止するにはひび割れ幅をある限度以下に抑える必要があることがわかる．

Qρ＝Kv・A・r2・P/H （解4.3.4)

ここで，Qρ ：管内流f.J:

Ku：液体の粘伎に関する係数

A ：管の面積

y ：管の半径

P ：圧力

H ：管の長さ

Q=K・w3・cosB/(l+d)2 

ここで， Q：ひひ潤lれからの漏水量

K：係数

ω：ひび割れ幅

θ：水平面に対する部材の勾配

d：部材厚

(1坪4.3.5) 

本会「鉄筋コンクリート造建築物の収縮ひび割れ制御設計・施工指針（案）・問解説J17）では，数多

くの笑験結果を調査した結果，漏水抵抗性上の許容ひび割れ幅は0.03～0.2mmと差異があるもの

の，一般の外壁は，常時水圧が作用するわけではないこと，昨今は一般的に 180mm以上の壁厚が

あること，鉄筋によって内部のひび割れ幅はある程度制限されていること．仕上塗材が施される場

合が多いことなどを考慮して，漏水抵抗性を確保する場合の許答ひび割れ幅として0.15mmとい

う値を示している．しかしながら，防水層を設けない屋根スラプのような水平部材や水圧が常時生

じている地中外壁のような垂直部材など，漏水の危険性の高い部材では， 0.15mmというひび割れ

幅が存在すると漏水を防止することはできず，そのような部材ではひび割れ帽を0.05mm以下に

抑える必要がある．ただし，鉄筋コンク リー ト造においては，乾燥収縮や温度変イじに伴うイ材質変化

も生じるため，ひび割れ幅を 0.05mm以下に抑えることは，現実的には技術上・経済上困難であり，

漏水の危険性の高い部材には防水府を設けることが必須と考えられる．

以上を踏まえ，本指針では，漏水の評価は，防水層のない悶がかり部分および水まわり部分のコ

ンクリート を対象に行い，設計限界状態は，劣化外力の影響によってコンクリートにひび割れが発

生し，そのひび書1］れを通じて漏水が生じるときとし，維持保全限界状態は，漏水につながるおそれ

のあるひび割れが生じるときとした．ただし，耐久設計で対象とする劣化現象によって部材を貨通
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するひび割れが生じることはほとんどなく ，ひび割れが発生しても部材を貫通していなければ，漏

水の危険性は低いと考えられるが，ひび割れが音IS材を1'1'過するか否かを予測するのは技術的にも困

難である．また，ひび割れが部材を貫通していなくても，そのひび割れを通じて鉄筋の腐食を生じ

させる様々な物質が侵入してくる可能性があるため，風間等の作用条件に応じて，ひび苦手！れ幅をあ

る値以下に制御することは，鉄筋コンクリー卜造建築物め耐久性確保の観点からも望ましいことで

ある．したがって本指針では，適切な予防保全を笑施することを主眼としていることから，貫通の

有無は問わずコンクリー トまたは仕上材の表面に漏水につながるおそれのあるひび割れが生じた時

点を維持保全限界状態としその場合には適切な維持保全を笑施する必要があるという安全側の基

準を設けることとした．

d.鉄筋コンクリート造の構造体および部材である梁および床スラプに過度のたわみが生じる

と，歩行陣容を生じるだけでなく ．設備機器の誤動作，給排水設備のトラブル， ドアの開閉困難，

水勾配の障害，水滑りなどを生じることがあるため，梁および床スラフゅのたわみ孟を制限する必要

がある．本会 f鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」では，規準18粂において周辺固定場所打

ち康スラプの長期たわみの制限値をスパンの1/250としているが， f付 7.長期荷重時における変

形とひび割れ」では，建築物の使用条件や用途に配慮してたわみ限界値を設定することが推奨され

ており，集合住宅では，居住者の感'.l:l的鋭敏性や建具の納まり具合を考慮して~1j1性たわみをスパン

の1/4000以下とすることか望ましいとしている．

梁および床スラプにたわみが生じる要因としては，自重および積載荷彊による弾性たわみやク

リープによる長期たわみが考えられる．耐久設計上は，鉄筋の腐食やコンクリートの剥離などに伴

う長期たわみの増大を抑制することが思要である．本会「鉄筋コンクリート椛造計算規準・問解説J

の 「付7.長期荷mu寺における変形とひび割れjには．長期たわみの予測悦媒式として（解4.3.6)
式が示されており，引張鉄筋の断面積および部材寸法をパラメータとして各係数K1,K2およびK3

の標準値が記された付表も示されている．

（長期たわみ）＝（K1+K2＋＆）×（弾性たわみ）

ここで，K，：ひび割れによる佑’率
K2：クリープによる倍率

＆：乾燥収縮による倍率

（解4.3.6) 

また，梁の5単位たわみは， （解4.3.7）式から得られる5ijl性曲率を用いて算定される．

ψ＝12・M/E・I・b・D3 （解4.3.7)

ここで，<p ：｜効率

M :fltJげモーメント

E・l：梁の曲げ剛性（鉄筋を無視した場合； E・b・ D3/12) 

E ：コンクリートのヤング係数

b ：部材幅

D ：部材せい

以上のように，梁および床スラブのたわみは，鉄筋の腐食による鉄筋断而和の減少および鉄筋と

ta
長方形
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